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本号は、学位規則（昭和 28年 4月 1日文部省令第 9号）第 8条による公表を目的として、 
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Newman 理論、Young の人間の進化の理論、Bohm による対話の意味、そして Barrett のパ
ワ―理論に基づき考察し、結果は支持された。  
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本 MAR の結果は、いちフィールドから得られたとは言え、看護師らが全体性のパラダイ
ムに準拠した Newman 理論と看護実践のつながりに強い関心があり、忍耐強く患者・家族の
ケアの事例について対話を重ね、そこでの学びを実践につなげていくならば、MAR は可能 
であり、類似したらせん状の過程をたどりながら、参加者らは、願いの成就 
に向かって拡張し変化・成長を遂げていくであろう。 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
 
 
研究者として、また病棟の科長として、自ら豊かなケア環境としての存在として、臨床
現場を変えて生きたいと抱負を語っており、質疑に対して適切に述べられている。 
以上の事からにより、博士学位の授与が適当であると判定した。 
 
